
「武田菱の五竜岳」

春近しを感じる時期になると山頂直下に現
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■  日本勤労者山岳連盟 第37回総会の開催
   増え続ける遭難事故 安全登山教育を拡充していこう
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＜主な議題について＞ 

 37 回総会の主な議題は、次のとおりである。 
・１号議案 第 36 下期の活動総括と第 37上 
  期 2026 年度）の活動方針 
・２号議案 第36下期の財政活動総括と第37 
  上期の財政方針、予算案の策定 
・３号議案 連盟費に関する規定の一部改定 
・４号議案 全国役員の選出、その他 
今総会の主な目的と主要な課題は、次のと
おりである。 

（１）広範な登山者の要求実現と登山環境整
備のための、組織強化と会員拡大を目指す
活動について 
（２）増え続ける遭難事故への対策と安全登
山教育の拡充について 
（３）環境保全に取り組み、豊かな山岳自然
を守る活動について 
（４）連盟財政の安定化について 
（５）紛争の無い平和な社会を実現し、登山
文化を継承・発展させる取り組みについて 

＜第36期上期（2026年）活動方針＞ 

１）組織強化拡大をめざす取り組み  
①組織拡大に向けた取り組み           
・「組織拡大・経験交流集会」の開催 10 月
3日（土）全国連盟事務所 
・2025「全登研（2025.11.15-16 大阪）」集会

の反映、具体的にはユーチューブの活用や
インスタグラムなどと連携した研究・普及
を研究と推進。蓄積された登山技術・知恵
の外部への発信 
２）遭難事故防止の活動と教育活動
①地方連盟の遭難対策活動を支援 
気象・読図・運動生理学・緊急連絡体制
他、講師派遣を継続して充実させる。 
②教育体制の充実 
・「全国遭難対策担当者会議」の開催 7 月
4日～5 日全国連盟事務所 
 転倒事故防止等の安全登山教育体制を強化
する。 
③健康管理 
・登山の運動生理学とトレーニング方法の啓
発を行う。 
「登山寿命を伸ばすための考え方と実践」
を各地で開催する。 
・新たな筋トレ講習を導入し、各地で取り組
みを行う。 
④遭難事故の原因分析 
各地で登攀や沢登りに関する墜落・転落・
溺死等の事故が発生している。事故の検証
と遭難対策部員の技術レベルアップの研修
を開催。   
３）自然保護活動
①第 53 回全国一斉クリーンハイク・清掃登
山を６月７日に実施。 

日本勤労者山岳連盟の第 37 回総会が、2 月 14～15 日に東京都内・市ヶ谷ビジョンセンター

で開催されます。この総会には 48 都道府県の地方連盟から約 60 名の代議員（定数 76 名）と全

国連盟役員などの出席が見込まれています。総会をより実り豊かにするために議案書のうちの

2026 年活動方針（案）を紹介します。ついては各地方連盟において議案に対する討議を深めて

いただけたら幸いです。総会の目玉は第 3号議案の連盟費の値下げ提案です。 

それではざっと内容を見ていきましょう。 

第37回 全国総会の開催 

--増え続ける遭難事故 安全登山教育を拡充していこう--



②全国自然保護担当者会議 11 月 14 日～15 大した。 
 日 近畿地区。 
③大型風力発電・メガソーラー計画で生じる
様々な問題の学習。 
 山岳自然を破壊する計画には反対していく。 
④ライチョウ保護、登山道整備、山のトイレ
問題の取り組みを行う。 
４）ハイキング委員会                            
①2026年全国ハイキング交流集会の開催  
6月13日～14日 石川県。 
 「登山寿命を延ばす歩き方とトレーニン
グ」をテーマに講習と交流を行う。 
５）海外委員会                   
海外山行交流集会の開催 11 月 28 日～29
日全国連盟事務所。 
６）自然災害等への支援活動について  
財団法人山岳基金への寄付金の運用資金で、
災害支援について検討する。 
＜連盟費値下げの提案＞ 

連盟費＝（加盟団体数）×3,600 円＋100 円 
×12 ヶ月×（所属会員数）を提案。 
現行月額 130 円を 30 円減して 100 円とする
提案です。提案理由は以下のとおりです。 
2000 年に会員１人当たり月額 100 円であっ
たのを月額 30 円値上げした。当時は会員数
が 23,700 名を超え最も労山組織が拡大した
時期であったが、それとともに活動領域が拡 

収入増で各種全国会議への地方連盟からの
参加者交通費補助や、消費税導入による諸物
価高騰への対応に充てた。 
 現在は全国連盟事務所を所有することでの
経費削減、事務作業の効率化により、2000 年
以前の会員１人当たり月額100円に戻しても、
現在の活動ができるとの判断から、連盟費の
値下げを提案した。 
 全国連盟費の値下げ前の収入は団体連盟費
（500 団体）と個人連盟費（16,000 名）の合
計 2,680 万円になる。30円値下げすると合計
2,100 万円になる。つまり 580 万円のマイナ
スとなる。 
 これを山岳基金に寄付した２億円（残りの
２億円の寄付は償還の関係で 2030 年頃まで
かかる）の運用利益平均３％の 600 万円で補
填する。主に全国連盟事務所の固定資産税、
建物保険料・警備費、減価償却引当金、水道
光熱費、事務機器リース代金に支出する。 
同時に労山基金と安全対策基金を維持してい
くため、地方団体事務推進費の支出を廃止す
る。これにより基金加入者１人 100 円と振込
手数料（15,000 名の加入者だと約 155 万円）
の支出が無くなり、事務作業の効率化ととも
に、安全対策基金への支出拡大が可能となる。 

以上

202５年登山研究集会報告より 

無雪期登山道の下山中転倒滑落は、冬山より危ない。
転倒滑落防止の歩き方実験 (大阪府連中川和道)
・探り歩き  

警戒態勢に入った下

りで、前に下した足を

着地する前に足を左右

に動かして状況を探る

歩行技術。短時間なが

ら後ろ足に体重を強く

残すので、脚力が要る。この筋力獲得を筋トレの

新たなる目標に位置図けることを提案する。 

市販のブロックを用いて「探り歩き筋トレ成果 

チェックセット」を試作した。

・強制滑り板

石車に乗る、粘土・苔・草・氷で滑るなどを想

定し、2枚の板を 2本のロープで連結した。容易な

設定は転倒寸前体験と

して役立つ。やや危険

な設定では、受け身が

どの程度役立つのかな

どの実験を行う。今後

は、高速度カメラなど

を用いた運動解析を行

い研究進めたい。 



11 月３日から 1２月 3１日までに届いた事故一報  

件数 事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 事故原因 事故状況 傷病名

1 2025/11/03 大阪府 62 男性
雨乞岳～イブネ
～クラシ

無雪期 転・滑落

イブネ北端からの下山途中、本小峠へ下る急な斜面をトラバー
スしている時、立木を掴んで前に移動しようとしたら、立木が
折れてバランスを崩し斜面を2メートル程滑落。途中の立木に捕
まって止まった際に左頭部を立木にぶつけて左頭部を打撲。そ
の後は無事自力にて下山。

左頭部打撲

2 2025/11/12 道東地区 49 男性 人工壁 転・滑落

釧路の体育館アリーナの人工壁でフリークライミング中に
フォール。その際手が残り、フォールドを握った時に、左肩と
上腕に激痛が走った。軽い肉離れと思い経過観察をしていた
が、肩と上腕の痛みが続いたので受診。上腕三頭筋、筋断裂し
た。肩については、MRIが上手く撮影出来ていなかった為、12月
11日に再度受診を予定。

上腕三頭筋
筋断裂

3 2025/11/14 栃木県 80 女性 滝子山 無雪期 転・滑落
登山口を間違えたため道迷いをし、途中で下山した。急な岩場
で5m程滑落し怪我をした。

肋骨3本、
顎、頬の骨折

4 2025/11/21 京都府 75 女性 比良山 無雪期 転倒
楊梅の滝壺から川を渡り向こう岸に向かう時に、濡れた石で足
を滑らせ尻もちをつく。その際右手で身体を支えようとして右
手をつき右手橈骨骨折する。

右手橈骨骨折

5 2025/11/23 福岡県 73 男性 三郡山 無雪期 転倒

単独で自宅を6:10に徒歩で出発。昭和の森、頭巾山を経て三郡
山に8:15登頂。仏頂山に向けて、天の泉上部の坂を下っている
時に石につまずいて前のめりに転倒。回転して転落した際に右
臀部を岩で強打した。

右骨盤複雑骨
折

6 2025/11/28 東京都 43 男性 Fuu Lung 海外登山 体勢

ルーフ抜け口のガバに右ヒールをかけて乗り込んだ後、フォー
ルした際にヒールが外れずに踵と足首を捻った。捻った際にブ
チッと音がしたものの、大きな痛みはなかったため歩行に支障
はなく、自力下山した。宿に戻った後でアイシングをし、その
後2日間はレストして安静にした。踵に若干の腫れがありクライ
ミングシューズを履くと痛みがあったが、大きなシューズを履
けばクライミングできたため、帰国までクライミングを続け
た。その後も患部は悪化している様子はないが違和感は残って
いる状態。

踵と足首を捻
る

7 2025/11/29 兵庫県 73 女性 蓬莱峡 訓練 体勢
午後、アイゼンで土の斜面の登下降訓練の途中から膝が痛くな
り、下山後歩くことが困難になった。前爪を蹴りこんだ時から
痛くなったような気がする。

右変形性膝関
節症・右膝内
側半月板断裂

8 2025/11/30 東京都 82 男性 大山・菩提峠 無雪期 転倒

一の塔尾根の下りで、最後に近い林道を横断した先の草むらで
枯れ木の枝に左足を引っ掛けて前方に転倒。（標高700 メート
ル)右肘を地面に強打した。整形外科を受診したところ「右肘頭
骨折」と診断された。4週間程度の固定治療が必要。

右肘頭骨折

9 2025/11/30 鹿児島県 76 女性 千賀岩 登攀
虫・動植
物

登攀後、自宅に帰り、両腕・背中・脇にそれぞれ数箇所にずっ
と痒みがあり、２日後も続いたため病院を受診した結果ダニに
噛まれていた。

虫刺され（ダ
ニ）

10 2025/11/30 千葉県 56 女性
表妙義自然探勝
路（中間道）

無雪期 転倒

落ち葉が積もったゆるい下りの登山道で、落ち葉の下にあった
石の上に足が乗って滑って転倒。その時、膝をねじって尻もち
をついて肘をぶつけた。落ち葉の下は石と土が混ざった道だっ
た。

左膝 内側靭帯
損傷

11 2025/11/30 兵庫県 62 女性
箕面公園（明治

の森）
無雪期 転倒

下山後半、落ち葉の多い登山道で尻もちをつき、左足首を骨
折。動かずに救助要請し、１時間後に救助。

左足首骨折

12 2025/12/07 長崎県 64 女性 権現岩 登攀 転倒

15:30岩トレ終了後、権現岩から登山道を100m下りたガレ場で
脚を取られスリップし右足を捻った形で転倒。足を引きずりな
がらも自力下山、翌12/8（月）整形外科受診、右足外果骨折で
入院治療中。

右足外果骨折

13 2025/12/07 香川県 54 男性 五色台 登攀 転・滑落

大屋冨ゲレンデにてアイゼントレーニング後＋RCT。15m程のク
ラックルートで途中ボルトが3か所あり終了点もしっかりある
ルートでRCT。リーダーが先ずはデモで登り、カムも数個残置し
て下りる。その後、事故者がリードでのRCT中、最後のテラスに
上がるところで滑落、３ｍ程落ちる。左足がクラックにかかっ
た状態で落ちたのでひねった状況になる。100m程水平移動した
ところまで車を回せるのでそこまでザック搬送後車で病院に行
く。

左足首靱帯損
傷・踵骨挫傷

14 2025/12/08 新潟県 61 女性 蓼科山 氷瀑 転・滑落
セカンドで登っている方の氷が当たるのを避けるため、右側を
登り乗越のところで落ちて左胸部を打った。

左側肋骨1本
骨折

15 2025/12/08 兵庫県 84 男性
芦屋川右岸新道

コース
無雪期 転倒

昼食後荒地山を芦屋川右岸に向かって、北尾根コースを南下分
岐を過ぎて芦屋川右岸新道ルートに入る尾根上で、湿った枯葉
に足を置いた所足を滑らし、捻って転倒。左関節から太腿あた
りを打撲。空身でストックにて下山、10日に受診するも痛みが
酷くなるので24日別の病院を受診し、変形性膝関節症と診断。

変形性膝関節
症

16 2025/12/11 福井県 69 女性 岩籠山 無雪期 転倒 下山中、標高300m地点辺りにて転倒し胴部を強打。 肋骨4本骨折

17 2025/12/14 道央地区 21 男性 札幌岳 積雪期 転・滑落
空沼登山口から縦走最終日三日目。下山ルートである冷水沢に
て、沢に滑落。冷水小屋と林道の中間地点で視界も悪くビバー
クを決行。12時すぎに道警により救助。

右足のけが

18 2025/12/18 兵庫県 64 男性 八ヶ尾山 無雪期 転倒 濡れた岩の上を歩行中に滑って転倒し、右肩を強打した。
右肩甲骨の骨
腱盤断裂

19 2025/12/21 福岡県 44 男性
糸島半島野北海
岸ラウンド

訓練 転・滑落

海岸沿いをアイゼントレーニング中に10mくらいの3級くらいの
岩場で、先行者が登攀中に残置ロープが切れて滑落した。滑落
者のフォールラインにいた事故者と滑落者が接触し、その衝撃
で1～2ｍ下の岩場に滑落した。

打撲・捻挫

20 2025/12/21 福岡県 50 男性
糸島半島野北海
岸ラウンド

訓練 転・滑落

海岸沿いをアイゼントレーニング中に10mくらいの3級くらいの
岩場を登っている時に、4～5mの高さで残置ロープ（船舶用白く
太いロープ）を持って荷重を掛けた時に、ロープが切れて滑落
し、取付きに居たメンバーと衝突し、岩場に落ちた。

挫傷
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21 2025/12/21 道央地区 77 女性 中山峠 積雪期 転倒

中山峠スキー場870M付近を目指し、登山開始30分後、845m付
近で林道を移動中に、氷で滑り転倒し左膝を強打する。帰宅後
自宅療養で様子を見るが、腰、股関節にも痛みが出たので病院
受診する。

左膝打撲

22 2025/12/25 東京都 33 男性 水晶岳 積雪期 その他

2025年12月25日、水晶小屋南側のワリモ沢支流源頭部にて雪洞
泊を行った。同日23時30分頃、トイレのため雪洞を出た事故者
が戻らなかったことから、事故が発生したと判断。雪洞に残っ
ていた同行者が、インリーチにてSOSを発信し、富山県警による
捜索が開始された。12月26日は悪天候のため捜索は実施され
ず、12月27日および28日の2日間にわたり、ヘリコプターによ
る捜索および地上捜索が行われたが、事故者の発見には至らな
かった。12月28日、同行者の一人はヘリコプターにてピック
アップされ、県警による捜索は打ち切りとなった。今後は、会
および民間の捜索救助機関による捜索を実施する予定である。

行方不明

23 2025/12/28 東京都 75 女性 蛭ヶ岳 無雪期 転倒 姫次から5分程下ったところで転倒し、左前頭部を強打した。
左前頭部を強

打

24 2025/12/30 石川県 62 女性 鶏冠山・天狗岩 無雪期 その他
天狗岩下山時に岩場間の細い通路で両壁を掴んで体を支え前進
したが、岩場の間隔が狭く左手が上手く抜けずに手の甲を巻き
込んだ。

左母指基節骨
基部剥離骨折

25 2025/12/31 福島県 48 男性 青葉の岩場 登攀 転・滑落

展望エリア、みっちゃんクラック(5.8)をリード中、終了点脇の
丸石(直径約50cm)をつかんだ時に石が剥がれて頭から(約3m)滑
落した際に途中の岩に右肩下を強打。消防レスキューにて搬送
下山し入院治療となった。本人からベットで横になっていれば
痛みなしとの事。

右背中肋骨骨
折（まだ未
定）

2026年度の全国的な規模の集会・会議予定 

第 37期上期（2026 年度） 
機関会議・集会 

第 37 回全国総会 ２月 14 日～15 日（東京・ビジョンセンター市ヶ谷） 

全国遭難対策担当者会議 ７月４日～５日 （東京・全国連盟事務所） 

全国自然保護担当者会議 11 月 14 日～15 日 （ 近畿地方     ） 

行事・集会 

第 40 回全国雪崩講習会 １月 30 日～２月１日（ 長野県・栂池高原 ）  

全国ハイキング交流集会 ６月 13 日～14 日（ 石川県      ） 

全国海外山行交流集会 11 月 28 日～29 日（ 東京・全国連盟事務所 ） 

国際会議・その他集会・行事 

アジア山岳連盟（UAAA）年次総会 未定 （ 中国・重慶 ） 

第 10 回「山の日」記念全国大会 8 月 10 日～11 日（岐阜県高山市） 

男女別 ・年齢層 ・形態 ・原因 ・傷病

年齢 2０代 3０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代 合計 形態 無雪期 積雪期 人工壁 沢登り 登攀 氷瀑 訓練 海外登山 合計

男性 1 1 4 2 2 1 2 0 13 男性 5 2 1 0 2 0 2 1 13

女性 0 0 0 1 5 5 1 0 12 女性 7 1 0 0 2 1 1 0 12

合計 1 1 4 3 7 6 3 0 25 合計 12 3 1 0 4 1 3 1 25

原因 転倒 転・滑落 虫・動植物 体勢 疲労 病気 下山遅れ その他 合計 傷病 骨折 打撲 断裂 捻挫 刺傷 挫傷 損傷 その他 合計

男性 4 7 0 1 0 0 0 1 13 男性 4 1 2 2 0 2 0 2 13

女性 7 2 1 1 0 0 0 1 12 女性 7 2 1 0 1 0 1 0 12

合計 11 9 1 2 0 0 0 2 25 合計 11 3 3 2 1 2 1 2 25
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No
.
地方

連盟
口数

等
事故

発生
日時

山域
・山
名・

場所
山行
形態

事故
原因

事故
状況

傷病
名

入通
院日

数
死亡

数

1
京都

府
60
代男

性
3口

20
24
/11
/23
1

2時
30
分頃

近畿
地方

その
他

三上
山 
裏登
山道

無雪
期登

山
転・
滑落

下山
開始
後、

約4
0分
後に

岩で
滑り

、左
足首

を強
打し

まし
た。

左足
メゾ
ヌー

ブ骨
折

入院
75
日

通院
15
日

2
東京

都
30
代女

性
8口

20
24
/12
/22
1

3時
30
分頃

北ア
後立

山連
峰

八方
尾根

スキ
ー場

裏黒
山ス

キー
転倒

不整
地斜
面の

比較
的大

きな
起伏

のあ
ると

ころ
を避

けよ
うと

した
際に

、バ
ラン

スを
崩し

て、
板が

雪面
に刺

さる
形で

転倒
。自

力で
の脱

出が
難し

かっ
た

ため
、メ
ンバ

ーに
板を

脱が
して

もら
い自

力で
立ち

上が
る。

感覚
的に

は滑
降が

可能
そう

だっ
たの

で、
メン

バー
の補

助を
得な

がら
整地

箇所
まで

出て
、

自力
下山
。翌

日に
なり

腫れ
や痛

みは
少し

だけ
でて

きた
が、

日常
生活

には
何ら

支障
なし

。年
末年

始山
行も

控え
てる

ため
、念

の為
、病

院で
診て

もら
い

MR
Iを
撮っ

たと
ころ

、前
十字

靭帯
の完

全断
裂お
よび

その
他の

箇所
の損

傷。
後日

、手
術予

定。

前十
字靭
帯断

裂・
大腿

骨及
び脛
骨の

骨挫
傷・

大腿
二頭
筋肉

や排
腹筋

外側
頭・
腸脛

靭帯
損傷

合併

入院
10
日

通院
50
日

3
岡山

県
70
代女

性
1口

20
25
/01
/12
1

2時
40
分頃

中国
・四

国そ
の他

天狗
山(
備前

市日
生町
）

山頂
から

三ツ
池に

降る
登山

道
池の
手前

標高
24
0ｍ
付近

無雪
期登

山
転倒

細い
下り
坂、

シダ
が茂

って
いて

足元
が見

えず
、石

に足
を引

掛け
転倒

した
。少

し痛
みが

あっ
たが

自力
で下

山し
、帰

宅後
病院

を受
診し

た。
右上

腕骨
近位

端骨
折

入院
17
日

通院
50
日

4
群馬

県
40
代女

性
7口

20
25
/01
/25
1

2時
00
分頃

八ヶ
岳連

峰
南沢
大滝

・小
滝

氷瀑
落石
（落

氷）
八ヶ

岳南
沢大

滝を
トッ

プロ
ープ

でア
イス

クラ
イミ

ング
登攀

中に
落氷

が顔
に当

たり
、右

側の
目の

辺り
が打

撲し
右頬

を裂
傷す

る。
裂傷

（顔
・右

頬・
左目

上）
通院

7日

5
長野

県
70
代女

性
5口

20
25
/01
/24
1

0時
30
分頃

中国
・四

国そ
の他

大麻
山　

象頭
山　

琴平
山

登山
道

無雪
期登

山
転倒

登山
開始
2時
間く

らい
で、
石ご

ろの
狭い

登山
道の

石に
躓き
転倒

。右
前腕

と肩
を痛

める
。

右肩
腱板
断裂

・右
肩関

節唇
損傷

入院
5日

通院
21
日

6
岐阜

県
70
代女

性
5口

20
25
/05
/05
1

3時
00
分頃

近畿
地方

その
他

八鬼
山 
三木
里登

山口
無雪

期登
山

転・
滑落

下山
開始
1時
間半

後、
三木
里登

山口
の石

がゴ
ロゴ

ロし
た所
で転

倒し
、顔

面を
丸い

石に
打ち

つけ
た。

その
時額

が割
れて

血が
吹き

出し
てき

た。
裂傷

（額
・目

・鼻
）

通院
7日

7
兵庫

県
50
代男

性
10
口

20
25
/05
/03
0

9時
00
分頃

奥秩
父

小川
山 
廻り
目平

の岩
場

登攀
転・
滑落

八幡
沢の
"ジ
ャー

マン
スー
プレ

ック
ス"
ルー
トの

１ピ
ン目

にカ
ムで

中間
支点

をと
らず

に、
２ピ

ン目
に向

かう
。２

ピン
目に

届か
なけ

れば
、１

ピン
目用

の
カム

を補
充し

よう
と思

い向
かう

が、
足が

保持
力を

失い
滑り

落ち
る。

滑り
落ち

た先
の木

の株
に、

右足
の裏

から
落ち

て、
衝撃

を受
ける

。
右ア

キレ
ス腱

断裂
入院

5日
通院

34
日

8
愛知

県
60
代男

性
10
口

20
25
/06
/01
1

0時
00
分頃

鈴鹿
山系

御在
所 
東多
古知

谷
沢登

り
転倒

県連
の清
掃登

山へ
の参

加と
して

集合
場所

であ
る御

在所
山上

公園
に向

けて
東多

古知
谷ル

ート
を選

択し
た。

百間
滝登

攀後
、長

谷部
、蜂

須賀
、中

貝の
順

で山
上公
園に

向け
て歩

き出
した

1～
2分
後に

平坦
なヌ

メリ
のあ

る岩
の上

で膝
が内

側に
入り

、両
足が

開く
よう
な恰

好で
足を

滑ら
せ尻

もち
をつ

いた
。左

足首
から
膝に

かけ
て、

そる
よう

な無
理な

姿勢
とな

り左
足脛

を骨
折し

た。

左脛
骨腓
骨骨

幹部
骨

折・
左足
関節

後果
骨折

入院
48
日

通院
18
日

9
東京

都
60
代女

性
5口

20
25
/05
/25
1

1時
30
分頃

人工
壁

クラ
イミ

ング
ジム

ビッ
グロ

ック
日吉

店
人工

壁
転・
滑落

クラ
イミ
ング

リー
ドコ

ース
の実

技講
習に

おい
て、

リー
ドで

フォ
ール

の練
習中

、4
ピン

目を
かけ
た後

にフ
ォー

ルし
た際

に右
足が

ホー
ルド

にや
や強

く接
触し

てし
まっ

た。
右第

一趾
中足

骨骨
折

通院
8日

10
東京

都
60
代男

性
5口

20
25
/06
/14
1

3時
30
分頃

奥武
蔵・

秩父
天覧
山 
岩場
ゲレ

ンデ
訓練

病気
昼休

憩後
、ト

レー
ニン

グの
順番

を待
って

いる
とき

に立
ち眩

み→
しゃ

がみ
込み

→転
倒。

しば
らく

様子
を見

て休
んで

いた
が回

復の
兆し

なく
舗装

道路
ま

で移
動し
救急

車を
依頼

、病
院へ

搬送
。

小脳
梗塞

入院
26
日

通院
12
日

11
兵庫

県
50
代女

性
5口

20
25
/06
/22
7

時0
0分
頃

八ヶ
岳連

峰
北八
ヶ岳

 高
見石

小屋
前

無雪
期登

山
転倒

高見
石小
屋前

の浮
石に

乗っ
てし

まい
バラ

ンス
を崩

して
転倒

した
際に

足首
をひ

ねる
。

腓骨
骨折

通院
7日

12
道央

地区
50
代女

性
5口

20
25
/07
/13
0

8時
30
分頃

北海
道そ

の他
浜益
御殿

千代
志別

川　
Co
.17
7付
近

沢登
り

転・
滑落

千代
志別
川か

ら入
渓後

1.5
km
付近

で、
高さ
1.5
m程
の岩

を乗
り越
えよ

うと
した

所、
右足

を滑
らせ

水流
にも

押さ
れる
状態

で滑
落。

右足
首に

強い
痛み

を
感じ

、歩
行困

難と
なる

。
右足

首関
節果

部骨
折

通院
19
日

J
W
A
F
 
jo
u
rn
a
l 
６
  



13
福島

県
70
代女

性
5口

20
25
/07
/12
1

3時
00
分頃

早池
峰山

系
薬師
岳 
尾根
筋

無雪
期登
山

転倒

下山
開始

して
間も

なく
、つ

かん
だ木
の枝

が折
れて

転倒
し、

大き
な石

に衝
突し

た。
動け
なく

なっ
た事

故者
の負

傷箇
所を

確認
。右

手肘
から
先が

痛く
骨

折し
てい

た。
右側

頭部
を石

に強
くぶ
つけ

たよ
うだ

が出
血は

無く
、コ

ブは
目立

たな
いく
らい

だが
触る

と痛
い。

右手
は添

え木
をし

て三
角巾
で固

定し
て、
足は

大丈
夫な

ので
ゆっ

くり
と下
山開

始。
同行

者が
先に

下り
て救

助要
請。

小田
越に
到着

して
救助

依頼
した

とこ
ろ、

本人
が頭

を打
って
いる

なら
動

かす
なと

アド
バイ

スさ
れ、

ヘリ
の救
助要

請を
手配

して
くれ

た。
岩手

県航
空防

災セ
ンタ
ーの

ヘリ
にピ

ック
アッ

プさ
れた

事故
者は

花巻
空港
まで

運ば
れ、
そこ

から
は救

急車
で北

上市
の岩
手県

中部
病院

に搬
送さ

れた
。頭

は異
常な

し。
右手
首は

折れ
てい

るの
で固

定し
直し

、帰
省し

てか
ら地
元の

病院
に

かか
る。

右側
頭部
打撲

・右
前腕

骨骨
折

入院
17
日

通院
19
日

14
群馬

県
60
代女

性
3口

20
25
/07
/23
1

0時
00
分頃

北ア
槍・
穂高

周辺
前常
念岳

から
三股

登山
口へ

下る
一般
登山

道
無雪

期登
山

転倒

前常
念岳

から
三股

登山
口に

向か
って
一般

登山
道を

下山
中、

露出
して

いた
岩に

足を
乗せ
た際

、靴
底を

滑ら
せて

転倒
した

。そ
の際

、尖
った
岩に

右手
の

親指
つけ

根部
を打

ち付
け、

小さ
な切
り傷

が見
られ

出血
があ

った
為そ

の場
で処

置し
た。
事故

後、
歩行

には
特に

問題
は見

られ
ずパ

ーテ
ィー
全員

で下
山

した
。帰

宅後
翌日

に親
指つ

け根
部に
痛み

があ
った

為、
整形

外科
医で

検査
した

結果
、手
首親

指側
の「

舟状
骨骨

折」
と診

断、
ギプ

ス固
定の
治療

が施
さ

れた
。（

完治
まで

2～
3か
月と
の事

）

右手
首舟
状骨

骨折
通院

10
日

15
長崎

県
50
代女

性
3口

20
25
/07
/23
1

2時
30
分頃

九州
・沖

縄そ
の他

あま
りの

おば
ね下

り
無雪

期登
山

転倒
あま
りの

おば
ねの

下り
で、

1m
位の

段差
で脚
を踏

み外
し左

脚を
捻っ

た形
で転

倒し
た。

左脚
靭帯
損傷

通院
28
日

16
神奈

川県
70
代男

性
5口

20
25
/08
/13
1

1時
00
分頃

南ア
　甲

斐駒
・仙

丈
甲斐
駒ヶ

岳
頂上
直下

　直
登ル

ート
東側

　砂
礫斜
面　

29
10
ｍ地

点

無雪
期登
山

転・
滑落

甲斐
駒ヶ

岳直
登ル

ート
29
00
ｍ地

点か
ら直
登ル

ート
逸脱
。ル

ート
ミス

に気
づく

も、
踏み

跡に
従い

頂上
29
67
Mに
向か
い砂

礫斜
面を
直登

。手
を掛

けた
岩

（直
径約

1.5
ｍ）

が砂
礫斜

面か
ら剥

がれ
、本
人に

覆い
かぶ

さる
よう

に転
がり

胸部
を圧

迫、
岩は
その

まま
転が

り本
人は

横転
した

。

右腓
骨顆
間隆

起骨
折・

右腓
骨近
位端

骨折
・多

発肋
骨骨
折・

左肺
挫

傷・
両側
血胸

・左
多発

突起
骨折
・肝

損傷

入院
55
日

通院
7日

17
群馬

県
60
代女

性
5口

20
25
/08
/03
1

0時
00
分頃

那須
・日

光・
足尾

・常
陸

袈裟
丸山

 倉
見沢

支流
高場
沢

沢登
り

転倒
救助
隊の

沢登
り訓

練中
、石

につ
まづ
いて

転ぶ
。帰

宅後
、暫

くし
たら

痛み
があ

るの
で8
/12
整形

外科
へ行
く。

MR
Iｗ
ｐ撮

り、
右手

首の
有鉤

骨骨
折と

診
断。
シー

ネ固
定（

完治
まで

20
～3
0日
間と
の事

。）
右手

首有
鉤骨

骨折
（ゆ

うこ
うこ
つこ

っせ
つ）

通院
15
日

18
愛知

県
60
代男

性
5口

20
25
/08
/24
0

9時
00
分頃

中部
地方

その
他

金森
山 
万古
渓谷

内
沢登

り
転倒

万古
渓谷

遡行
中、

足を
滑ら

し転
倒。
痛か

った
が、

行動
でき

ると
判断

し、
その

まま
遡行
を続

ける
。1
時間

ほど
登り

、魚
留の

滝に
て休

憩時
タイ

ツを
上げ

傷を
確認

する
と、

10
cm
位傷
口が

開い
てい

た。
滅菌

ガー
ゼを

当て
、三

角巾
で固
定し

、そ
こか

ら自
力下

山開
始。

下山
後病

院に
て9
針縫

合す
る。

左膝
裂傷
（左

ひざ
皮膚

開放
・９
針縫

合）
通院

4日

19
京都

府
60
代女

性
5口

20
25
/08
/29
1

2時
10
分頃

北ア
剣・
立山

周辺
剱岳
から

前剱
大岩

から
の下

山途
中

無雪
期登
山

転・
滑落

剱岳
から

前剱
大岩

から
の下

山途
中、
岩の

ガレ
場で

バラ
ンス

を崩
して

5ｍ
ほど

転滑
落。
富山

県警
の救
助要

請し
、ヘ

リコ
プタ

ーで
搬送

され
た。

富山
県立

医大
病院

で診
察、

検査
のた

め一
日入
院。

右外
耳裂

傷、
右眼

瞼上
の打

撲、
右肩

及び
左下
肢外

傷で
治療

処置
。

創傷
（右
耳・

右頬
・右

肩・
左脛
・右

太腿
部）

入院
2日

通院
4日

20
埼玉

県
50
代女

性
5口

20
25
/08
/30
1

3時
30
分頃

尾瀬
・南

会津
タル
沢悪

沢～
井戸

沢下
降

沢登
り

転倒
下山
中に

転倒
し、

手を
つい

た時
に小
指を

打撲
した

。
左手

小指
骨折

通院
4日

21
福岡

県
50
代女

性
5口

20
25
/09
/07
1

2時
00
分頃

九州
・沖

縄そ
の他

鉾岳
 鉾
岳沢
の下

山路
沢登

り
転倒

鉾岳
沢の

沢登
り到

達点
まで

終了
し、
一般

登山
道を

下山
中転

倒し
負傷

した
。下

山道
は幅
40
㎝程

度の
山土

のほ
ぼフ

ラッ
トで

木の
根に
躓い

た。
 周
囲に

は
『ギ
クッ

』と
音が

し本
人は

転倒
。倒
れた

まま
で起

き上
がれ

ず　
テー

ピン
グと

副子
の応
急処

置を
実施

し、
パー

ティ
でサ

ポー
トを

しゆ
っく
りと

下山
。

医療
機関

へ直
行し

た。

右足
関節
捻挫

・右
アキ

レス
腱周
辺炎

・左
膝部

打撲
傷

通院
5日

22
兵庫

県
60
代男

性
5口

20
25
/09
/13
1

1時
00
分頃

六甲
・金

剛・
和泉

山系
六甲
山 
芦屋
地獄

谷
無雪

期登
山

グリ
ップ

動
作上

の不
注

意

地獄
谷の

岩場
歩き

で、
岩を

素手
でつ
かむ

場面
が多

々あ
り、

突き
指ま

でに
は至

らな
いま
でも

、岩
に指

を突
き立

てて
しま

う動
作が

あっ
た。
当日

は何
の

異常
もな

かっ
たが

、翌
日の

9/1
4、
左手

薬指
の第

1関
節が

曲が
った
まま

伸ば
すこ

とが
でき

ない
状態
にな

って
いた

。9
/17
整形

外科
を受
診し

腱性
マレ
ッ

トと
診断

され
、関

節を
伸ば

すた
めの
装具

を装
着し

た。
腱性

マレ
ット

通院
4日

23
千葉

県
60
代女

性
5口

20
25
/10
/18
1

3時
30
分頃

人工
壁

印西
クラ

ック
人工

壁
転・

滑落
人工
壁で

のリ
ード

クラ
イミ

ング
練習
中。

登っ
てい

る途
中、

壁に
つい

てい
るカ

ラビ
ナに
ロー

プを
クリ

ップ
しよ

うと
たが

、ホ
ール

ドし
てい
る手

がす
べ

り落
下、

途中
で止

まっ
たが

落ち
る際
に壁

に背
中な

どを
ぶつ

けた
。

打撲
・背

通院
6日
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■ 遭難対策部 転倒・滑落も多いが、訓練中の事

故にも細心の注意を 

12 月 31 日までに届いた事故一報は、24 件 25 名。

今月の事故原因は、転倒が 11 名、転・滑落が 9名、体

勢が 2名、虫・動植物が 1名、その他が 1名、不明が 1

名。 

登山形態は、無雪期が 12名、積雪期が 3名、登攀

が 4名、氷瀑が 1名、人工壁が 1名、海外登山が 1

名、訓練が 3名。傷病名では、骨折が 11 名、打撲が 3

名、断裂が 3名、捻挫が 2名、挫傷が 2名、刺傷が 1

名、損傷が 1名、その他が 2名。年齢では、20 代が 1

名、30 代が 1名、40 代が 4名、50 代が 3名、60 代が

7名、70 代が 6名、80 代が 3名。事故者の 6割が 60

代以上。原因は、石に躓いたり、滑ったり、落葉の下の

石に乗って転倒した事例が多かった。転滑落では、道

を間違えたことが要因で急な岩場に踏み込み滑落した

事例やアイスクライミング中の落氷を避ける為に転落し

た事例もあった。その他、下山中に歩行困難となり救助

要請した事例(60 代)、積雪期の縦走で沢に滑落しビバ

ーグした後救助された事例(20 代)、アイゼントレーニン

グ中(訓練)に残置ロープ(船舶用の白く太いロープ)が

切れて滑落し、落ちた本人と取り付きにいたメンバーに

も衝突して打撲・捻挫・挫傷した事例もあった。訓練で

あれば、より慎重に点検・確認が必要であった。転倒で

は、そのほとんどが骨折しているケースである。筋力や

バランス感覚の衰えがある事を自覚して頂き、山での歩

き方や日常でのトレーニングの見直しを考えて頂きた

い。 

              （遭難対策部：石川昌） 

■ 労山基金運営委員会 交付の特典について 

交付の特典は、ハイキングでの 3 口以下加入者を前

提にして条件を満たす場合、3 倍口数の交付を受けら

れる制度です。 ただし 5 口以上での特典申請が増え

てきましたので、交付上限（10 口を超えない範囲）が設

定されています。 

 2 口加入→6口交付、3口加入→9口交付、 

4 口加入→10 口交付、5口加入→10 口交付。 

特典交付の条件（規定細則－3 交付の特典より） 

（１）岩、沢、雪、海外を除く。 

（２）標高 2,000m 以下 

（３）標準コースタイム 5時間以内 

（４）日帰り 

（５）既設登山道 

＊交付の特典の申請には、申請者で認定条件を満たし

ていることを示す必要がある。 

＊2000m 以下で事故が起きても、計画書の最高到達点

が 2000ｍを超えないことが必要。 

＊公式資料での行動予定時間が 5.0 時間以内であるこ

と。 

公式資料とは、昭文社の地図、自治体が作成したハ

イキングマップ、出版されたハイキング本などを指します。

（YAMAP、ヤマレコ、などの自己記録コース時間は該当

しない） 

＊既設登山道とは、公式資料で一般登山道となってい

るルートです。 計画ルートが一部でも点線ルートや、

記載のないルートを通過していると該当しない。 

（国土地理院の地形図/数値地図 5 万分の１や 2 万 5

千分の１のルートは参考） 

＊上記項目を満たす山行計画書やガイドブックなどの

写しを添付して下さい。 

＊当該山行が特典交付にあたるかどうかは基金運営委

員会が認定します。 

（労山基金運営委員：岸岡寛）

■ 海外委員会  海外委員会を開催 

1 月 13 日(火)海外委員会を zoom で開催し、あらた

に海外委員募集方法について海外委員会のある地方

連盟を確認して理事長、委員長連名で地方連へ依頼

する話し合いを行なった。 

2 月 14 日(土)、15 日(日)労山全国総会には海外委

員 2名を傍聴者として選出した。総会終了後に全国連

盟事務所で第 1回海外委員会を開催し、11月 28 日～

29 日海外山行交流集会(対面)講演者、発表者の選出

ならび海外委員募集について検討を進める予定であ

る。 

（海外委員会： 武笠真次） 

部・局・専門委員会の活動
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